
早稲田大学人間科学部

2022年度入試問題の訂正内容

く人間科学部公募制学校推薦入試 (FACT選抜） ＞ 

【論述問題】

●問題冊子7ページ ：大問2 英文13行目

（誤）

（正）

-of, types of tiny glow-worms・ ・ ・ 

~of tinv infusoria creatures, types of 

tiny glow-worms・・・ 

●問題冊子10ページ ：小問2-5表1フリアカの座標

（誤）

北緯15度30分

（正）

南 15度30分

以上



2022年度早稲日大学人間科学部

公募制学校推薦入学試験 FACT選抜

【論述試験】

問題冊子

試験時間 120分

試験開始まで次の注意事項を熟読すること。

1. 試験開始の指示があるまで問題冊子は開かないこと。

2. 解答用紙 (2枚）の所定欄（計2カ所）に受験番号・氏名を必ず記入すること。

2022.2.17_o_e 

3. 所定欄以外に受験番号・氏名を記入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

4. 問題は 4~11ページに記載されている。試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落

丁・乱丁，および解答用紙の汚損等に気付いた場合は，手を挙げて監督員に知らせるこ

と。

5. 解答はすべて黒の鉛筆またはシャープペンシルで記入すること。

6. 解答は問題の指示に従いすべて所定の解答欄に記入すること。所定欄以外に何かを記

入した解答用紙は採点の対象外となる場合がある。

7. この試験は大問 1から 3までで構成されている。解答にあたっては，大問 1,2, 3の

順で取り組むこと。

8. 試験終了の指示が出たら，すぐに解答をやめ，筆記用具を置き，解答用紙を裏返 しにす

ること。

9. いかなる場合でも解答用紙を必ず提出すること。

10. 試験終了後，問題冊子は持ち帰ること。



（大問1) 解答に要する時間の目安 ：20~30分

試料1C而中に含まれる粒子Xの数を調べるために顕微鏡での観察を行ったところ，機材のレンズにゴミ

が付着したために，得られた画像（図 1)の一部に見えない部分（領域D)が生じ，画像内の粒子x（図1

の青い点）の全数を数えられなくなった。また，画像として一つの点に見える場合であっても，複数の粒

子Xが重なっている可能性もある。これらの状況を踏まえ，以下の各小問に日本語で解答しなさい。
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図1 観測された粒子の画像
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画像の一辺の長さは 1cm。図中の格子の間隔は0.1cm。図中の青い点が粒子Xを表す。

図の上に表示されたアラビア数字は格子で区切られたマス目の列番号，図の右に表示された漢数字はマ

ス目の行番号。

固中の領域 D （黒い塗りつぶし）は，画像の欠損部分。
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小問1-1

試料1C而中に含まれる粒子Xの数を概算する方法について，日本語で説明しなさい。

小問1-2

小問 1-1で記述した方法を使って試料1C而中に含まれる粒子Xの数を概算した結果を解答しなさい。 途

中式等も記載すること。

小問1-3

小問 1-2の結果を利用して領域Dの面積を概算しなさい。途中式等も記載すること。
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（大問 2) 解答に要する時間の目安 ：40~50分

次に示す会話文（教員，大学院生，学部生の会話）を読み，各小問にすべて答えなさい。

教員 ：明日の授業で配付する予定の資料の印刷は終わっていますか？

大学院生 ：はい， こちらです。受講生の人数分とアシスタン トの分を印刷しておきましたのでご確認くだ

さい。

学部生 ：資料のこの部分は衛星写真ですか？

図2ジャワ島周辺の夜間の衛星写真 (2019年8月4日） l 

教員 ：そうですね。スオミ NPP衛星が撮影した，ジャワ島周辺の， 2019年 8月4日の夜間の衛星写真で

す（図2)。VIIRS(Visible Infrared Imaging Radiometer Suite)と呼ばれる，可視光線と赤外線を検

出するセンサーが使われています。写真の白い部分が明るい部分です。

大学院生：ジャカルタ (Jakarta)が大きく明る＜写っていますね。インドネシアの大都市なので人がた＜

さん第まっていて，夜間でも活動が活発だということでしょうか。海には釣り船もたくさん居るよう

ですが， このようにきれいに写っていれば，数もわかりそうですね。

もや

学部生：インド洋に写っている「ミルキー・ シー」(Milkyseas)という露のようなものはなんですか？

教員：海が一面にわたって乳白色に輝く現象で，海中のバクテリアが，ある条件下で発光することで生じ
まれ

ると言われています。非常に稀に海で観測され，フランスの小説家ジュール・ヴェルヌの冒険小説 Vingt

Mille Lieues sous /es mers (1870年発表。邦題『海底二万里』）にもこれに相当すると思われる記述

がありますので，英訳版から抜粋して掲載しました。この小説は，語り手である海洋生物学者のピエ

1 NASA's Earth Observatory (https://earthobservatory.nasa.gov/images/149017 /hunting-milky-seas-

by-sate I lite) 
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ール・アロナックスが，とある出来事から助手のコンセイユらと共にネモ船長の潜水艦ノーチラス号

に同乗することとなり，世界の海を旅するという構成になっています。フィ クションではあるため実

際と異なる部分がありますが，その記述は「ミルキー・シー」のイメージをつかむという意味で参考

になると思います。

At seven in the evening, the half・submerged Nautilus was sailing through a milky sea.~ 

the e e couldsee the oceanlookedasifithadchan edto milk．ァ Wasit the effect of the moon's rays? 

Hardly, since the moon was scarcely two days old and still hidden below the horizon, in the rays of the 

sun. The whole sky, although lit up by the scintillations of the stars, seemed black in contrast with the 

whiteness of the waters. 

Conseil could hardly believe his eyes, and asked me the reason for this remarkable phenomenon. 

Fortunately I was in a position to reply. 

'It is what is called a sea of milk,'I told him,'a vast expanse of white billows, often seen on the 

coasts of Amboina and the waters around.' 

'But could monsieur inform me what produces such an effect, for I do not imagine that the water 

has actually changed to milk!' 

'No. mv e:ood fellow. this whiteness which so surorises vou is due merelv to the oresence of mvriads 

of. tvpes of tinv e:low・worms of a e:elatinous translucent appearance. the thickness of a hair. no lone:er 

than a fifth ofa millimetre. Some ofthese creatures.oin to ether over a distance ofseveral lea ues.'ィ

'Several leagues!' 

'Yes, my good fellow, and do not try to calculate the number of such infusoria. You would not get 

far, for navigators have apparently sailed on these seas of milk for more than 40 miles.' 

I do not know if Conseil followed mv recommendation. but he seemed ulunired into deeu thoue:ht 

nodoubttr in tocalculate howman fifths ofa millimetrethere arein40 miles s uare．ゥ Asfor me, 

I continued to observe the phenomenon. For several hours, the Nautilus's prow cut the whitish waves, 

and I noticed that it floated soundlessly over the silky water, as if gliding over those foamy expanses 

that are sometimes produced in bays by the collision of currents and counter-currents. 

At about midnight the sea suddenly resumed its normal colour, but behind us, as far as the eye 

could see, the sky reflected the whiteness of the waves for a long time as if filled with the dim gleams 

of an aurora borealis. （出典： Verne,Jules．加entyThousand Leagues under the Seas. OUP Oxford.) 

submerged:潜水した scintillation:きらめき Nautilus:ノーチラス号 Conseil:コンセイユ［人名］。本文の語

り手であるピエール・アロナックスの助手 I:本文の語り手の海洋生物学者ピエール ・アロナックス billow:大

きな波のうねり Amboina:インドネシアのアンポイナ［地名］ monsieur:あなた，先生 myriads:無数の

infusoria:インフゾリア。水生の微生物の総称 glow・worm:ッチボタル gelatinous:ゼラチン状の league: 

リーグ［距離の単位］。約4.8km mile:マイル［距離の単位］。約1.6km prow:船首 aurora borealis:北極光，

オーロラ

教員：このように「ミルキー・シー」は古 くからの伝承あるいは物語と して知られていましたが，きわめ

て稀な現象でもあり，なぜそのようなことが起こるのかについては十分にわかっていませんでした。

人工衛星からの観測が可能となったことでその機序の解明が期待されています。

学部生：生物の発光を人工衛星から観測できるというのは驚きですね。

教員：雲の有無や，月の光などの他の光源の有無，水面の反射などによって観測の難しさが変わるので，

条件のよいときを選んだり，様々な画像処理を加えることでよ り良いデータが得られるように工夫 し

ます。
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 図3 各都市の夜間の明るさの月ごとの変化 (2012年～2020年）2 

大学院生：これはどういったグラフですか？

教員 ：人工衛星で観測した夜間の明るさを月ごとに合成し，その変化をまとめたものです（図3)。各都市

のグラフは，それぞれの都市での最大値と最小値がグラフの上限と下限に対応するように調整されて

います。

2 Nighttime Lights, NASA Earth Science Data Systems Program 

(https:/ / ea rthdata. nasa.gov /learn/backgrounders/nighttime-I ights) 
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学部生：つまり，各都市の月ごとの数値の比較はできても，都市と都市の間での数値の比較には意味がな

いということですか。

教員：［ A
 

大学院生：シリア (Syria)の都市アレッポ (Aleppo)が長期間暗くなっているのはなぜでしょうか？

教員：紛争の開始とそれに伴う人の移動による影響と考えられます。 上から2つめのグラフを見てくださ

い。これはヨルダン(」ordan)のエル・ザータリ (ElZaatari)難民キャンプのものですが，アレッポ

からの人の流入によるものと思われる夜間の明るさの上昇が見られます。

学部生：プエルトリコ (PuertoRico)のサン・フアン (SanJuan)で， 2017年10月頃に急激な落ち込み

がありますね。

教員： 2017年 9月にドミニカとプエルトリコを襲ったハリケーン「マリア」の影響で起こった，大規模な

停電が理由です。

大学院生：人工衛星で捉えた都市の夜間の明るさから，紛争や人の活動，自然現象など様々なことがわか

るのですね。

小問2-1

空欄□:]にあてはまる文としてもっとも適切なものを以下の選択肢から一つ選び，その番号を解答欄に
記入しなさい。

1. はい，そのとおりです。それぞれの都市のグラフのピークは，すべて同じ明るさとなります。

2. はい，そのとおりです。それぞれの都市のグラフの頂点は，必ずしも同じ明るさとはなりません。

3. はい，そのとおりです。それぞれの都市のグラフの平均値どうしの比較は可能です。

4. いいえ，そうとは限りません。それぞれの都市のグラフの谷は，すべて同じ明るさとなります。

5. いいえ，そうとは限りません。それぞれの都市のグラフの頂点は，必ず違う明るさになります。

6, いいえ，そうとは限りません。それぞれの都市のグラフの同じ月 どう しの比較は可能です。

小問2-2

下線部アの英文を日本語に訳しなさい。

小問2-3

下線部イでは，語り手のピエール ・アロナックスが ‘‘asea of milk"と呼ばれる現象について，それが生じ

る理由を説明している。英文に即し，その内容について過不足なく日本語で説明しなさい。

小問2-4

下線部ウで記されている範囲に含まれる “tinyinfusoria creatures"の数を求めなさい。解答は指数表記と

しなさい。途中式等も記載すること。
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小問2-5

表 1と表2を参考に，図 3のドバイ (Dubai,UAE)，カラカス (Caracas,Venezuela)，フリアカ (Juliaca,

Peru)のグラフから読み取れることを それぞれ該当する解答欄に日本語で記述しなさい。

表 1 各都市に関するデータ

人口（千人）
都市 座標 標高(m) 面積(kmり

2012年 2019年

北緯25度 15分
ドバイ 約3 4114 約2,100 約3,350

東経55度 18分

北緯 10度 28分
カラカス 約900 433 約2,900 約2,940

西経66度 54分

北緯 15度 30分
フリアカ 約3800 534 約261 約247

西経70度 10分

座標・標高：中心地の近辺

人口：前後の年度の場合がある。推計値を含む。

表 2 各国の2012年と 2019年の一人当たりの GDP（国内総生産）

一人当たりの GDP（ドル換算）
都市

2012年 2019年

UAE (United Arab Emirates) 43,932 43,900 

Venezuela 11,993 2,299 

Peru 6,400 6,958 

IMF World Economic Outlook (2021年 10月時点）による。
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（大問 3) 解答に要する時間の目安 ：30~40分

次に示す図4と図5は，それぞれ人工衛星によって撮影された 1993年と 2013年の夜間の「灯り」の画像

である。これらの図にもとづき，各小問にすべて答えなさい。

図4 1993年の衛星画像3
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図5 2013年の衛星画像3

小問3-1

図4と図 5は，撮影のために使用された人工衛星が異なることや，印刷の都合等から表示される明るさに

誤差があることに注意しつつ， これら 2つの画像を見てあなたが気づいたことについて， 300字以内の日

本語で述べなさい。

小問3-2

人類の今後の持続的な発展のためにどのようなことが必要で，そのために人工衛星はどのように活用でき

るか，あなたの考えを 400字以内の日本語で書きなさい。

3 Image and data processing by NOAA's National Geophysical Data Center. DMSP data collected by US Air 

Force Weather Agency. 
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所定の欄以外に受駿膏号 ・氏名を記入した解答
用紙は採点の対象外となる湯合がある．

2022年度
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